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 研究名 当院回復期リハビリテーション病棟における入院時訪問指導の効果について
リハビリスタッフに対するアンケート調査を通じて
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2020

新規研究計画の審議

加藤　康太

当院回復期リハビリテーション病棟において、入院時に患者の家屋状況等を把
握するために入院時訪問指導を積極的に実施している。今回、入院時訪問指導
を実施しているリハビリスタッフに対して、その効果や現状について無記名の
アンケート調査実施する

承認　2019-14

 参考 「侵襲を伴わない研究であって介入を行わないものに関する審議」であり、
「心的苦痛を伴わないアンケート調査に関する審議」であると考えられたの
で、書類審議を行い、その結果承認とした。

新規研究計画の審議

久田　綾子

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA）は、｢地域によって検出される株が遺伝
的に同じであることが多い｣と言われている。今回、、POT法というMRSAの遺伝
子を解析する方法を用いて、地域によるMRSAの遺伝子の違いとその特徴を明ら
かにする。
承認　2019-15

 参考 「侵襲を伴わない研究であって介入を行わないものに関する審議」であり、
「共同研究機関において倫理審査委員会の審査を受け、その実施について適当
である旨の意見を得ている場合の審議」であると考えられたので、書類審議を
行い、その結果承認とした。
本研究は三重県立総合医療センターとの共同研究であり、当院の患者から採取
された細菌、患者の診療情報等を匿名化した上で三重県立総合医療センターに
提供する。人体から取得された試料（人の体の一部）は提供しない。
共同研究機関である三重県立総合医療センターにおいては、既に倫理審査委員
会の審査を受け、その実施について適当である旨の意見を得ている。

 研究名 POT（PRC-based　ORF　Typing)法を用いたMRSAの遺伝子解析による地域特性の
検証

当院回復期リハビリテーション病棟において、退院前後での日常生活活動の変
化と退院後生じた事象を調査し、その関連性を明らかにする。

承認　2019-16

新規研究計画の審議

宮田　基広

 研究名 当院回復期リハビリテーション病棟における退院前後での日常生活活動変化と
退院後の生活との関連


